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第3間衛生工学シンポジウム

1995.11北潜道大学学術交流会館

婦人用トイレの水使用調査@洗浄水の試み

1. はじめに

神山桂一:北海道大学工学部名誉教授

加納正道:九州、陸業大学工学部土木工学科教授

木村

財人JIlトイレはリj子JIlトイレと異なり、大小の区別がない。ロ'~タンク・フロート式のトイ

レについては，人ソj、により洗浄水!日;を区別できるが、通常のフラッシュパルプタイプについては

常時 1フラッシュでIf) e.f'M貨の水が流れるの!1!に、エチケット沈沖と称し、排尿すると1，抑制ζ
フラッシュさせるため、男子より数併の水をIJ、}ffn年にはJfJいている。

近年になって、 tJ111i唱はÎj~F潟水のj読者3となっている。そのため、fIí当局では、動車な上水を節

約するために綿々の工夫をこらしているという状況下において、著者らは木年6月節水型シス

テムと従来型トイレの比較実験をする機会を得たので報告するものである。

2. itJM1f期¥111、場所、方法について

制1f.は、平成7{f! 5 n 29日(月)から 6月2A (金)の問、九州鹿業大学のrl1でも最も女子
中佐の多い芸術学部の51"の6ブースをJTjいて行った。調査トイレは、改装をしたばかりのト

イレである。

その、ド ifii配{伐採lを(関~J)に示す。比較JHの現行の鵠蹴 (F-V=大使フラッωシュバノレブ)は，

.J I s~JU~干のものである。

i此存の装 I~tについては、配管途q:l{こ銑水鴇を設撹し、館i水型の装憶はブラッシュパルプを撤去

し、配特途中に最水球も合め設i間、全てのトイレに使用水最のベンレコ}ダーを故障した。

間i;/<.盟ドイレはもl!:JI]II制こ手動J操作を必要とせず、赤外線とタイマ…を併用して洗行干するが、予

め使JIl水爪・を翻幣できるものである。

今Irjlの設定条f'I:は、ブースに入り 2分30秒間以内滞関した場合、戒はエチケット洗浄を行う場

合、 5e、2分30秒以上の場合 1oe、~~ 0分以上の場合は警報が鳴ることとした。

~L 刺殺到i井~

i綿布給処については、 (I~l~ 2) ~ (関~5)

①.各プースの使J1]状況

各ブース侃の平'JJII状況を(I~I~ 2) 

に示した。 i詞を見てIYIらかなよう{に

ノータッチの館i水制トイレの使用者

がIYJらかに多い。

総利HJ:ti・3t1，日人の約84%にあた
る290人が節水引のトイレを利用

し、 55人の 16%が従来裂を事JJTl

したことになった。

各ブースのr.J}JIj使JJJ頻度を(関~3)

に示したが、これによるとその頗度
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l士、 No.l• No.2・No.4・No.6・No.5・

No. :~となっている。時i水制洋風の恥 3

のトイレの利J1Jd.fi皮の低いのは、政接

JULが使J~l{，こ触れるのを嫌っているもの

と思われる。

なお、 90人以上の手1jJ1j者があった

れは、節水明の平IJJTJ者は 70%台であ

るのに対し、不IjJ1 J者の少いnは90%
以上となった。さらに、プ}ス封IJのベ

ンレコ}ダーより、利}IJII抗/11を調べる

と、 No.:~のブース(洋式)を除き f11i水

)r;I~が催先f均 iこ使われ、あふれた人のみ

他のトイレを利用したことがわかった。

(関-3)より、全体的に節水型のトイ

レの手IjJl1倒合は変わらない。

iiij述したように、 No.l・No.2・No.1が

コンスグントに利mされ、絶対利用者
の少ない6JJ 1 n.2 1:1には、 No.5が全
く{史JIJさオもなかった。

@. 11年1111m;によるもI!)!J人数について
(1ヌiーペ)に示された通り、昼食時間後

をピ}クにして、それ以外の時間帯で

は、休み1I，'t-II11に使JIIが集中している。
この傾向は、持i水割、従来搬に変りは

ない。しかし詳細にこのピーク位慨を

見れば、先ず節水型が使jfJされている

ことが窺える。

@.Rif留/1年/111などについて

(表-3)に節水地トイレの利mについ
て、ペンレコーダーより前みJ&.った数

と合わせ、使JU時1111別人数、及び節水

1世については、エチケット洗浄も合め

た押釦iスイッチj操作IEI数日il人数を表じ

た。又、 (1羽一5)に、滞問時/111分布
を示した。

それらより、当調nでは、
の利用者・が2分未満の滞問、

小JIJであることがわかった。

そのうち、ほぽ半数の平Ij川者が、 1分

-2分でエチケット洗浄ボタン安押して

80%以上

すなわち

いる。



@.使)IJ水位
使JIj水庇は、従来引が、 1人1悶当り

z:t 6f"'31. 5f、平均2s.7f.であるのに
対し、同ii木11Tf¥6.9f'"'-'8. 1 f.、平均7.7

tであった。節水~~~トイレの採JI1{こよ

り、約70 <}{，のノkが節水できることが

仰った。

⑤. アンケート対f.!1J・合理 ~ 

M終日、利)JJ:行にアンケート}IJ紙を手
波し、 i許，111:を1"j"ったりアンケ}トの耕

民i土、Jk'己にまとめる。

この結果は、関東地方で行った調査と、

ほぼ問じであったo ~ 

従来式のハンドレバーを足でj操作?ずる

傾向が大きいのも、 1'1:の東西、;@;;fNYJ

kを11¥1わずIilJじである。全体的に大好
評であった。

尚、八 6ーイ、水の勢いと水j訟は関係

なく、 A6ーへは、調幣可能である。

X、fi:艇をつけるということも容易に

できる。

ぺ.制11:のまとめ

今I，jlの品1112によって以 Fのことが切らか

になった。

①.k子学生のトイレの使JU時間は、ほ
ぽ2分以内で、小H1であると推察され

る。

@.ノータッチの節水砲とFV式の従来

明をiJF}Ilした場合、大半はのノータッ

チを府j川する。

@. i'1'式トイレは、節水型であっても従来 40 

明I~の本11式トイレよりおいムヤ1:に敬遠され

る。

@. f'li'iA<刑トイレの保)IJにより、従来型!ト

イレと比11改し約70%の水が節水できる。 20

5.おわりに

?!i 郁~ff.のがi巣、 f詩j水型トイレをHlいること

によって、大ia;の無駄な水を節約できるこ

(函-4 )時間帯による使用人数比較表
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とがわかったの

!妊に、 rm水ジステムが赤外線とタイマ}のセットであることより、セキュリティシステムも併
JIjできる。

従って、 トイレ内における異常事態のニ予知も可能である。

吋j調子主実施にあたり、 (社)日本技術士会々長、宮崎茂一氏(衆議院議員)及び秘帯東尾賀氏

(株式会社ブイースト代表取締役)に、多大な御協力を頂いたことに感謝の意を表するもので

あるの

アンケート結-*

Q. 1空 nn A. 四 然歩4: 

1 .従来槻と館i水引との使HJJ勝手は 1.ほとんどの方が、 ~JIHこ感じない。

2. 半数の人が手で、半数の人が足で織作

2.従来のレバー式トイレの操作は したとの答え。又、手で操作する人も、

手を使いたくない。

:30 鮒iA<~(!トイレの感都 3.ほとんどの人が大変良い。

t1 .洗rft水の水Il~は 4.適抵であると考える人が大多数

5. このまま節水型トイレを使用したいか 5. 1人わからないを含め全員使JlJしたい

6. 

6.その他ご、窓見は イ.水の勢いが強いのでもったいない

ロ.入った11寺に圧迫感が感じられた

ハ.音腕をつけてより節水を

ニ.清潔で大変良いと思う

ホ.新装慨は水の節水ができて大変良い

へ.エチケット洗浄後の復水が遅い
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(表-1 ) 日別実績表

トイレ No. /10.1 節水型{和風} /10.2 節水~ (和風} /10.3 節水型{洋風)

月/臼 {曜日} 使用者数 使用水滋 }人当り平幼使用 使用者数 使用水底 一人当り平均使用
使{用人者数散} 

使用水髭 一人当り3JL幼使用
{人数} ( .e) 水量生(.e/人) {人数) ( .e) 水量i(.e/人} ( .e) 水箆(.e/人}

5/29 (月) 37 289 7. 8 24 180 7. 5 2 16 7. 9 

5/30 (火} 24 183 7. 6 26 179 6. 9 3 23 7. 6 

5/31 (水} 19 151 8. 0 20 152 7. 6 o o o 

6/1 {木} 19 149 7. 8 15 1 17 7. 8 4 32 8. 0 

6/2 {金) 9 71 7. 9 6 43 7. 2 l 7 7. 0 

-e- 雷十 108 843 7. 8 91 671 7. 4 10 78 7. 8 

トイレ /10. /10.4 節水裂(和風} /10.5 従来裂{和風} /10.6 従来型{和風}

5/29 (，EI) 15 1 15 7. 7 9 220 24. 5 9 284 31. 5 

5/30 (火) 21 168 8. 0 12 283 23. 6 13 32.2 24. 8 

5/31 (水) 26 205 7. 9 3 95 31. 5 4 1 13 28. 3 

6/1 {木} 13 99 7. 6 o o o 3 92 30. 7 

6/2 {金) 匂 49 8. 1 o O 。 2 60 30. 0 

舌T 言十 81 636 7. 9 24 598 25. 0 31 871 28. 1 

{表-2 ) 節水型・従来型の比較表

トイレ /10. ぬ 合計 ( /10. 1 - 4 ) ぬ 合計 ( /10. 5 - 6 ) 

月/8 {略図} 使用者数 使用水fI: 一人当り平均使用 使用者数 使用水盛 一人当り平均使用

{人数} .e ) 水底(.e /人} {人数) .e ) 水盛(.e /人}

5/2 9 (月} 7 8 600 7. 7 1 8 504 28. 0 

5/3 0 (火} 7 4 553 7. 5 2 5 605 2 4. 2 

5/3 1 (水} 6 5 5-0 8 7. 8 7 208 2 9. 7 

6/1 {木} 5 1 3 9 7 7. 8 3 9 2 3 O. 7 

6/2 {金} 2 2 170 7. 7 2 6 0 30. 0 

~与ョ、 震十 290 2 2 2 8 7. 7 5 5 1 469 2 6. 7 

」幽幽幽幽白 一 回目幽」嶋蜘
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(表一 3) 従来型トイレの利用明綿

fJli >>IJ l愛 問 {史 m S寺 間 }lIJ 人 数

目寺 間 4荘
人 数 会 a 米2 員 会 a ゑ 詰 以5 空

8: 30 - 9 : 00 1 

9: 00 - 9 : 30 1 I 

9 : 30 -10: 00 i 

10:00 -10:30 2 1 i 

10:30 - 11:00 4 3 1 

11:00 -11:30 1 

11:30 - 12:00 

12:00 - 12:30 3 l 1 1 

12:30 -13:00 2 

13:00 - 13:30 

13:30 - 14:00 2 l 1 

14:00 - 14:30 6 2 4 

14:30 -15:00 6 6 

15:00 -15:30 l 

15:30 - 16:00 3 3 

16:00 - 16:30 6 4 1 

16:30 - 17:00 3 2 

17:00 - 17:30 3 3 

17:30 - 18:00 9 4 3 2 

18:00 - 18:30 2 1 l 

18:30 - 19:00 

しーーー
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